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メロンのブランドエクイティ構築 
ーマーケテイング・ミックスによるアプローチー 
Building Brand Equityd Melon 
一 Approach from marketing mixー 
三原 康司* 
Koji MIHARA 
There is some bland Melon in Japan. The most famous bland Me加n is Yuubari-melon. There are 
another bland melon,んides,Aries and Crown. These bland melom al・e aireaむムmous but the reason 
w加these melons became famousり均rmer studies. This research aims to propose a methodology to 
build a bland of Melon. Yuubari, Andes and Crown melon were researched W existing documents and 
血terviews based on marketing mk 一 product, place, price and promotioil・．Finally it shows what are key 
factors of making melon bland and what is important method how切build a bland Melon. 
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1.はじめに 
2011年 12月，六次産業化・地産地消法が公布され‘農
林漁業の加工・販売への進出等を「六次産業化」と称し， 
農林漁業の振興等を図る施策が推進されている p，静岡県
袋井市には，メロン,茶,米という Sつの特産農産物があ
る．本研究は，六次産業化推進のための特産農産物に関す
る―連のマーケティング研究のなかの，メロンのプランド
エクイティ構築に関する調査研究である． 
本研究では，メロンのブランド化要因に関して,3つの
ブランドメロンの詳細な調査とその比較を行い，メロンの
ブランドエクイティ構築の要件とプランド力向上策を提
言することを目的とする． 
2．研究方法 
本研究は，文献調査,訪間調査,比較分析の手順で研究
を進めた， 
まず，現在すでにプランドを構築していると考えられる
メロンに関しての文献調査を行い,各メロンのブランドへ
の生い立ち，特徴を詳細に調査し，2次データによるブラ
ンド要因の考察を行った．これらの文献鯛査では明らかと
できなかった要因に関して，3つのブランドメロンを産出
している現地への訪問調査を行い， 1.状データを収集し, 
各プランドメロンの特徴と共通点に関する分析を行った. 
これらの分析から1 メロンのプランドエクイティ構築の要
件とプランドカ向上策を考察した. 
3．プランドエクイティ構築の要素 
2015年 2月 27 日受理 
総合情報学部 人間情報デザイン学科 
ブランド構築の要素として「記憶可能性」「意味性」「選
好性」「移動可能性」「適合可能性」「防衛可能性」の 6つ
があげられる 21．「記憶可能性」は,ブランド要素が，ど
れだけたやすく思い出され，どれだけたやすく認識される
か,「意味性」は,プランド要素をどの程度信頼でき，対
応するカテゴリーを連想させるか．プランド名によって商
品を使用する人に安心感を与えたり，商品のタイプを示唆
したりできるか,「選好性」は，消費者にとって,ブラン
ド要素にどれだけ美的な訴求カがあるか．他のブランドよ
りもどの点が好ましいか,優れているかというイメージを
与え,ブランド名によって想像カをかきたてることができ
るか,「移動可能性」は，ブランド要素が同カテゴリーや
他のカテゴリーへ新商品を発売するときに，同じプランド
名を利用できるか（例えば，コカ・コーラというプランド
は，コーラだけではなく様4.な飲み物をそのブランド名で
販売）,「適合可能性」は,ブランド要素が，消費者がその
商品カテゴリーに求めでいるものとどれくらい合致しで
いるか，つまり消費者の需要を満たす商品を作ることがで
きるか,「防衛可能性」は，どれだけそのブランドを保護
できるか（著作権などで法的に保護できるか,容易に模倣
されないか）,というニとである． 
デイビット・アーカーは,プランド構築の要素を整理し
ている a)，プランドを構成するには,第1に「ブランド認
知」が必要であるとしている．プランドにいくら優位な要
素があろうとも」それを消費者に伝えることができなけれ
ばその要素はないに等しいものとなる．ブランド競争の土
俵に上がるためにはまず，多くの消費者に知ってもらうこ 
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とが第I要素になり」その認知度はそのままプランドの資
産的価値に繋がる．第 2 に消費者に受けとめられている品
質としての「知覚品質」がある．これは機械などで計測さ
れるような客観品質のことではなく」実際に購入し感じた
主観的な品質のことで，客観品質よりもプランド力には影
響する．第aに rプランド・ロイヤリティ」がある. これ
は特定ブランドの支持者のことでありにの水準が高いと
いうことは，多くの顧客からより強い支持を得ているとい
える．そしで，強い支持者は他のプランドが安売りしてい
ようが見向きもせず，当該プランドが品切れの時は多店舗
まで足を運んで購入してくれるため, ブランド・ロイヤリ
ティはプランドに安定した売り上げを与えるための資産
的価値となる. 最後に「プランド運想」があるにれは心
理学で開発された連想ネットワーク型記憶モデルをべー 
スとしたもので,消費者の記憶内に蓄積された情報や概念
をノードとして，芋づる式に商品に連想が結ぴつくことで
ある‘例えば「コカ・コーラ」と聞くと「コーラ」という
商品カテゴリー,「茶色」「赤」などの色,「飲み物」「ジュ 
ース」という製品属性などを連想のととを指す．強く，好
ましく, ユ＝ークな事柄との結びつきは，プランドの資産
価値を高めることが却られている， 
このように，ブランドエクイディ構築のためには，「記
憶可能性」「意味性」「選好性」「移動可能性」「適合可能
性」「防衛可能性」，そして「プランド認知」「知覚品質」 
「ブランド・ロイヤリティ」「ブランド連想」の 10 の要
棄を持つべくマーケティング策を展開する必要がある． 
4. 農作物ブランドとその影響 
本項では，農作物ブランドが市場にどのような影響を与
えているのかを解説する．日本における農作物のブランド
化が始まった初期に,果物のブランド構築を行ったといわ
れている福島の桃を参考にする． 
農作物を市場に出荷させる入達にとって「毎年の作物の
出来によって変動する価格を安定させる」ということは, 
非常に重要な課題である．農作物は工場で生産させる商品
と違1? 毎年の天候などによって出来不出来が大きく左右
され，それに比例して生産者の収入も変化し，翌年の生産
にも影響をおよぼす．その上, 産物の大きさも価格に影響
し，例えIえ同じ挑でも大ぷりの桃が優先して買われ，小
ぷりの挑は十把ひとからげに買いたたかれ,ることが多い 
'}．しかし, 小ぶりの桃でも買いたたかれることなく, 良
好な価格で取引されるものがある．差別化を図り,安定し
た価格で取引されるための手段が「ブランド化」である． 
農作物をプランド化することによって，その農産物特有
の”強み”を売り込むことができる．他の商品とは差別さ
れ,産地側から小売希望価格を提示することができるよう
になり, 価格を安定化させることができる‘顧客側として
も‘その商品の値段が多少他よりも高くても, プランドを
信頼し，納得して購入することができる，JA 伊達みらい  
農業協同組合では，桃のブランド化に成功し, 小ぷりでも 
1個1万円で取引される商品を作りだすことに成功した叱
地域プロモーション効果も大きく，農作物ブランドによっ
て地名を売り込み，観光事業などにその影響力を流用する
こともできる柳．このように，農作物プランドは種A’のビ
ジネスに波及的な影響を与えでいる. 
6．プランドメロンに関する文献調査 
本調査では，全国的に知名度の高いブランドメロンとし
で，「タ張メロン」「アンデスメロン」,そしで静岡産の「ク
ラウンメロン」を加えた 3つのプランドメDンに関して文
献やインターネットといった 2次資料での調査を行った， 
本研究では，各プランドメロンのデータをマーケティン
グ・ミックスの4 P, Place, Product, Price, Promotion, 
に Brand の要素を加えた 5つの視点からまとめ」分析を
行った，表1~3は, 各メロンの 2 次データの調査結果の
―部である． 
表1 タ張メロンの文献などによる 2 次データ 
タ彊メロン 
Place 
・限定されたセリ業者による通販，道内での店頭販売 
収穫したメロンを一旦JA農協競批検査員（生産関係者）大
きさ‘見た目，糖産などで各等級選別し「タ彊メロン」印で農
協セリ市場に出荷，全て管理販亮の為農家直売も不可能でセリ
搬老も限定（北の商店） 
・大手運送会社「フットフーク」と撮携‘ 1982年に全国出荷
が可能になる｛当時としては画期的な童地直遊システム）．→基
準に少しでも満たないメコンは捨でる厳しい検査によって可
絶となったシステム 
・現在で出個網功・ら“良”程産のメロンならば，ネット販売を
行っでいる 
・現在でも日持ちがしないため，産地直送 
'2Ol8年の初帆りでの値段は，2玉】帥万円 
Price 秀品1玉4800円,価品1玉370o円，良品 1玉 3400 円 
Ph〕duc 
・元の種は金庫へ 静岡にタ張メロンの甘さを得るために種を
もらいに来たニとも 
・楢・栽培方撫・出荷基準も全て同じ（資料 4より抜粋, 
大きさよりも,メ口ンのネット模様が整ったものが美しい 
・特秀．糖度］3度以上I秀．糖度 12 度I価．糖度 11.度I良．准
度 lO度 
ハウス載培 (7中旬出荷〕トンネル栽培（9月上旬出荷） 
Pr0m0・ 
tion 
・メ口ン惟（ゆるキャラ）による宣伝 
試血会・品評会 
・初較り中継・報道 
Bland 
無名の時代に巨人のホームラン賞として提供，選手の「北海
道はタ張メロンと海産物」という発言により注文が殺到.レか
し日持ちがせず配送方法を見直し．フットワ一クと舞携国 
その他 ・ワイン・菓子・ゼリー 	 （道内のみ）タ張メロンアイス 
表2 アンデスメロンの文献な による 2 次データ 
アンデスメロン 
Place ・情報なし 
Price 大王L3-.4個・4-5kg]980円（特価品） 
P 一 
・7月上旬出荷で 10 日簡は変質Lない 
うどんこ病・っる割病などの病気に抵抗性あり 
・最高級で糖」変 1.8度以上 
ハウスパイプ載培の立づくり，地這いづくり 
Prome 
tion 
・春句メロンフエア（鵬本,茨城．山形〕35周年記念 
試食会 
Brand ・情報かし 
その他 
サ力タのタネにっいて・・・果物や野菜の粗を開発・販売 Lて
いる会社． 
うどんこ病・っる割病などの病気に抵航性ある靴＝アンデスメ
ロンを開発 
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表3 クラウンメロンの文献などによる 2 次データ 
クラウンメロン 
円ate 
・小亮業者による通信販売と店頭販売 
S か月iの集荷場から全国 12 か所の市場，さらに 41カ所 7)販
売店へと出荷 
P k  
・S サイズ 316O円 
Mサイズで3'75 円から‘200 円 
・Lサイズで5260 円から6300円 
最高級で 8400 円 
Prod 叫 
・富士：不明 
I山；冬は 13.5 度, 夏は 13庶 
・白；冬は 13度‘夏は 12.5度 
‘雪1 冬は 12.5 度，亙は 12 産 
・ガラス温宝瞥理ペソド栽培 
ガラス温室浮島教培 
Promo 
tion 
・試貴会・品解会 
袋井メロンマランン 
・道の駅‘百貨店でのPR活動 
バブルの時代には高い売上があった 
Bm口d ・特に情報なし 
その他 ・加工品としでワインや力レー，お茶漬けもあった ‘タ張メ口ンの甘さを得るために静岡の種をもらいに来た 
6. 訪間調査による 1次データの収集と結果分析 
前項で示した文献調査等では，得られなかった情報や不 
明な部分を明らかとすべく訪問調査を行った. 
6.1 訪間日・訪問先 
以下の 3か所に，訪問調査をお受けいただいた. 
・タ張メロン；2013 年 11月 14 日（木〕 
タ張市農業協同組合（北海道タ張市） 
担当者：営農部木下様，黒浬様 
・アンデスメロン：2013年 11月 21日（水） 
茨城旭村農協 （茨城県鉢田市） 
担当者；営農販売課酒井様倉谷様 
・クラウンメロン：2013 年 12 月 5 日（木） 
クラウンメロン協会（静岡県袋井市〕 
担当者；協会会長加藤様 
6.2 インタビュー内容 
インタビュー内容をまとめたのが, 以下の表4である． 
表4 インタピュー項目 
Ploco 
現在の流通のル一ト，流れは 2 次データで正しいのか 
販売当初から流通のルートは変わっているのか 
（タ張限定〕現在提携している企業はありますか 
一変わっでいるのならどこが変わったのか 
ブランド化させる上で流通に関Lで苦労Lた点はありま
十か 
→またモれを解決するためにどんなエ夫をしたのか 
流通ルートごとの光上‘販売数とその変動は 
ブランド化に対して物流で苦労した点は 
→それを解決するためにどん女工夫をしたのか 
価格を快定する上でどのような基準があるのか 
→価格決定の基準は変わってきたのか 
価格決定の基準を法める上で苦労した点はなんですか 
→解決するためにどのような工夫をしたのか 
等撮別の出荷量が知りたいのですが，どのようになって
いますか 
1ャice 
昔と現在では価格は変化Lでいますか 
1玉生産するのにどれくらいコストがかかっでいるのか 
等級の分け方はどのようになっていますか 
尊級別の出荷量が知りたいのですが，どのようになって
いますか 
それ・ぞれのメロンが優れている点はありますか 
Prod oct 
等級の分lナ方にっいて, 詳レい資料がないのですがどの
ようになっていますか 
追熟までの日数はどのぐらいですか 
品質を保っためにどのような活動をLていますか 
糖度は果実の甘さと直接関係Lているのですか 
また‘他に関係している要素があったら教えでください 
生産方法による，1玉あたりの生童原価はいくらですか 
それぞれのメロンの旬はいっですか 
また，方式によって句が書わるといったことはあります
カ・ 
生産方式によって上の等扱ができやすいといったニとは
ありますか 
Promotion 
試貴会や品評会は年何回行われ（いますか 
また，それはどニで行われて何人くらいの人が参加して
いまナか 
普はどのような活動をしていましたか 
現在力を入九ている宜伝方怯はありますか 
（静岡のみ｝メロン」マラソンでは，どの上うな活動をし
ているのですか 
様kなプロモ一ションをしてきたと思いますが，ー番売
れていた時期ではどの上うなことをLていましたか 
日nmd 
プランド化するために．現在行っている活動があり主し
たら教えでください 
販売促進活動以外に．流通ルート開拓，販売店開拓とい
った営業活動を行っでいますか 
（タ張のみ）ホ一ムラン賞に出した時期はいっ頃ですか
また，インタビュ一で答えてくれた迦手は誰ですか
それは頼んで宜伝してもらったのですか 
その他 
どんな加エ貴品がありますか 
検査に落ちたメロンはどうしでいますか 
年間どの程度の量は加工品に使われるのですか 
（茨城のみ｝サカクのクネから撤を買っでいたとのこと
ですが, 現在も相を購入して執培Uているのですか，そ
れとも自分たちで取り出したものを使用しているのです
か 
6.3 文献・訪間調査結果 
先の文献調査と訪問調査の結果から明らかとなった事
項を基にして 3つのブランドメロンを比較し，各メロンの
特徴となっている点と共通している点を分析した. 
(1)各プランドメロンの特徴（相違点） 
表5~7に，各訪間調査と 2 次資料調査から明らかとな
った各メロンの特徴（相違点｝の抜枠を示す＋ 
表5 タ張メロンの特徴（相違点） 
P】ace ・全国を視野に入れで商品を発送 
Price 
価櫓の取り決めは各●農家と再生産価格を相談し，売
り手と提携しである程度決定権を得でいる 
Produ吐 
・家がある程度等級を付けて荷造りしたものを‘再び農
協で外観‘糖度，中の水浸産I注 iiなどを測定して等
級を確認 
・農協が検査，出荷の全責任を負う 
貴ペごろにっいでは「 2日程産」を強く推奨（説明書
を付けている） 
・生産農家によって差が出ないよう均・ーを目指している 
→商品のりビーターを得るため 
・出荷時期は‘月中旬から8月末 
種は毎年 1代維種の新しいものを農憐が配布 
Pro m 01 m  
・試食会はあまり開催せず，担当者に味見してもらう 
メコン熊を使ったゆるキャラのイべントで7ピール 
・売上の薄い日本海側の地域に校ってこニ 2~I年販売
強化 
・違い地区（九州や山口〕かどの商品を多く送れていな
い地域に紐って宜伝活動 
他 
農家と，IAで強い繋がり 
→価格‘生童方法，品質などの均一化などを図るととが
可能 
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表6 アンデスメロンの特徴（相違点〉 
PJace 
・京浜地帯など近い地域に絞って出荷 
‘他のメロンと出荷時期がかぶらないように出荷 
‘箱やネットで高級感を出ナ努カをしている 
Price 
中販克店の意見のフイ一ドバックと昨年の市場の価格を考
慮して決定 
・タ彊メロンと違って主導権はあまりむい 
Pmduct 
迫熟までは‘目から7日 
・出荷時期は4月下旬から 6月中旬 
厳密壮検査による厳しい等級付けを行っでいる 
・品競シールにQBコードを付けでいる 
→読み取ると「検査目」 「生産者」 「使った農薬」などが
読める 
・同じ畑を生う連作 
→連作障書が起きやすい環境 
・1株で4玉収議できるため，ギリギリまで品質を上げる
ことができる 
・毎年サ力タのタネから種を購入 
→そのため雌密には毎年種類が変わっているが．味や見た
目は消費者にはわからない 
Promotion 
・短い期間に勝負を賭けている 
積極的にイペントに参加 
・対面販充もできるだけ行う 
サカタのタネがアンデスメロンの種を販売するために宣
伝 
→そのまま茨城のアンデスメロンへの宜伝になっている部
分も 
Brand ・特に相違点なし 
表7 クラウンメロンの特徴（相違点） 
P」ece 
・流通ルートは普から赫意にLでいる業者｛仲買）とだ‘F 
取引 
・→卸先の市堀などはすべてその業者に任せでいる 
農家がそれぞれ等穀をっけ,箱詰めしてクラウンメロン
協会に持ち込み」簡単な等紐検査の後，そのうちの5'‘ほ
ど通信販売に回Lて務りを怒意の業者へ出荷 
・クラウンメロン協会自体が通信販売 
個人での直接販売は可としでいる 
PrlCe 
・すべて仲買に任せている 
→価格の決定基準もあるとするなら「外観」 「中身」 「等
糧」 
「良い商品を高く売る一の精神でメロンの栽培を行う 
Ph】duct 
・1週間からlO日一雌寒期だと叩日ほど日持もする 
1年中栽培するニとができる 
・アクリルガラスによるガラス温室栽培 
→冬は瞬房コストがかかってしまう 
・種は半分ほど協会の配合室で配合した種を使用し，配合
が間に合わない分を業者から購入して裁培に使用 
Br日nd ・メロンブランドを確立させるような活動はLでいない 現在でも新しい湾通ルートなどの開拓は行ってい女い 
⑨プランドメロンの共通点 
3つのブランドメロンの共通点を,マーケティング・ミ
ックスの4Pと Brand にしたがって分析した. 
Plac] 
どのブランドも生産農家の段階で，組合に持ち込めるメ
ロンの品質のルールや，検査方法に使う機器や検査の精密
さなどには差があるものの，基本的に「農家で等級を挟め
る」農協に持ち込む，農協から仲買へ出荷する」という流
れは同じである．タ張メロンとアンデスメロンに関しては， 
農協を通さない販売は一切禁止している部分，検査時に農
家と検査結果の等級に下のほうに差異がある場合農家に
いくらか処分費・検査費としでの罰金がある,というとこ
ろは同じ仕組みである，この罰金は」糖度は十分だが傷な
どによって出荷できないメロンをI お菓子などに加工する  
ための加工費として利用されている． 
,rice] 
それぞれのメロンで，考えの相違があり，共通点といえ
るのは，「なるべく高く売りたい」という一般的な希望で
あった． 
島odu司 
どのプランドメロンも「中身」である味や果肉の柔らか
さなどよりも，ネットの美しさや形の「外観」に重点を置
いている，メロンは高級商品であるため，まず見た目がし
っかりしているニとが大切という考えによるものである. 
状に，それぞれ意識に差はあるものの，どの商品を購入し
ても当たりはずれのないように「品質の均一化」を図って
いる中特に旭村は検査項目に1つでも満たなければ容赦な
く等級を落とすといつたことも行っでいる.この検査に落
ちてしまったメロンについては，＋分な糖度があればお菓
子などの加工業者に安く卸している.しかし,糖度も低く
加工にもまわせない商品については，安く身内に売るなど
は一切禁止し，ブランドの価値を維持している．旭村では, 
廃棄のために外に積んであるメロンを拾って行って安く
販売する業者がいたことがあり，それを購入した人からク
レームが来るという事件があった．このように，ブランド
価値の維持のため,タ張と旭村の農協では責任を持って廃
棄を行っている． 
生産方法によって出荷時期に多少ずれがあるが,メロン
の旬という意味では大きなずれが生じるニとはあまりな
いようである，ただし，どの生産地でも生産方法の工夫な
どによって高品質のメロンを作るニとができる． しかし, 
生産方怯によっては,生産数が少ないにも関わらず高コス
トであったり，ある方法にこだわって出荷時期を見誤ると
いったデメリットもある，そのため,生産方法をIつに絞
ることはなく,いくつかの方法を並行しているようである‘ 
また，どの地域でも年々農家が減っており，いずれの生産
地も全盛期の半分以下の数になっている， 
田rOfllOtiO司 
クラウンメロンとアンデスメロンは，本州で栽培しでい
るため試食会を開催レやすく,毎年数十回開催している． 
特に茨城は「短い期間に勝負を賭ける」という基本方針で， 
出荷はじめの 4月下旬からの1か月半に,1年のうちのほ
とんどの試食会やイペントを集中的に行っている． 
新しい流通ルートの開拓については，クラウンメロンだ
けが現在のルートで満足しており，タ張メロンとアンデス
メロンはどんどん開拓してきたいとのことである［注 u. 
(Bran司 
プランド維持のためのプロモーションについて，クラウ 
ンメロンは静岡放送と提携して，新商品などを開発しでい 
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るが，静岡県の一部でしか展開しておらず，産地からの企
画でのプロモーションではない．タ張とアンデスの 2つに
ついては，市場関係者や大手販売店が積極的に全国規模の
プロモーションを行っているが,産地が直接アプローチし
ている活動は行っていない． 
以上の共通点をまとめたものが表8である， 
表8 ブランドメロン共通点のまとめ 
Place 
・「農家で等級を決める‘農協に持ち込む，農協から
仲買へ出荷する」という流れはー緒 
・（タ張・旭村のみ｝農協を通さない販売は一切禁止 
検査の結果，持ち込んだ等級と下に差異があると罰
金 
Price ・なるべく高く売りたい 
Product 
ネットの美しさや形の「外観」に重点を置いている 
「品質の均一化」を図っでいる 
・検査落ちした糖度が＋分なメロンは加工用へ 
（タ張・旭村のみ）検査落ちレたメロンは責任を持
って農協が廃棄 
・生産方怯によって出荷時期に多少ずれは出てくる 
生産方生によって旬にずれは生じない 
・生産方法によっで良い品質のメロンができやすいと
いったことはある 
→しかし,デメリットもあるため,方法を絞ることは
できない 
・年々メロンを栽培している農家が減っている 
Promotion （旭村・静岡のみ）試食会を毎年数十回闘催 
・（タ張・旭村のみ）新しい流通ルートを開拓したい 
Brand 特に共通点なし 
7.メロンのプランドエクイティ構築に関する考察 
本項では，前項までに調査・分析した結果から，メロン
のブランドエクイティ構築と向上のための考察を行う. 
71メロンブランド構築のために 
農作物ブランドを構築させるためには何が必要なのか
を，第 3項で説明したプランド構築のための要素の「プラ
ンド認知Jr知覚品質」「ブランド・ロイヤリティ」「プラ
ンド連想」を中心に考察する‘ 
訪間調査を行った結果判明した，タ彊メロンにはかぼち
やメロンから品種改良を重ね，甘くておいしい果物を誕生
させるまでの苦労や,北海道から本州への流通を確立させ
るための苦労がある.7ンデスメロンは，市場の要求に答
えようと品種改良をしたり栽培時期を早めたりするなど
の工夫を行っている.クラウンメロンはブランド構築の活
動を行っでいなかったが，よいものを作り続けていたらブ
ランドを構築できていた.このバラバラに見える 3つのプ
ランドメロンに共通することは，何もないところから農作
物ブランドを構築するには，まずは「何か特別女1要素を
満たす」ことが必要だと考えられる．例えぱタ張メロンは, 
今までにない赤い果肉のメロンを，当時としては画期的な
産地から直送されるという珍しさがある．アンデスメロン
は,育でやすい種類ならではの工夫によって得られた高い
品質と，その高い品質を維持するための厳重な検査設備が  
ある．良いものを作っていたらブランド構築できていたと
いうクラウンメロンは，農家として高級メロンを作るとい
うこだわりがある＋この珍しさ，高品質」こだわりなどに
おいで,他との差別化部分がないと,宣伝をしたところで 
消費者に新しさを伝えることができず，ブランドとしての 
基盤となっている「プランド認知」を確立することが難し
いと考えられる．逆にこの要素がうまく消費者に伝わった 
からこそ」クラウンメロンはブランド化に対して具体的な
活動を行わなくとも高級ブラ；／ドとしての地位を確立で
きたのであろう中しかし,そのままでは質の高いプランド， 
つまりブランドエクイティを構築することは難しい， 
次に「知覚品質」を考える．これは3つのブランドメロ
ンに共通している「当たりはずれのないような品質の均一 
化」が，この要素を満たす方法としで有効である．同じ種 
類のプランドなら‘どのメロンを買っても同じ味が保障さ 
れているというのは，消費者に大きな安心感を持たせるこ 
とができる．メロンは高級果物なので，個人で一度に3個
も4個も買うことは稀なので，この要素を満たすことは他
の大量購入するような果物よりは比較的容易と言えるだ
ろう 
次に，構築したブランドにカを持たせることを考える， 
第 3項の「ブランド・ロイヤリチィ」でも述ぺた通り， 
ブランド‘ロイヤリティの水準を上げることがひとつの方 
法である．前述した通り」メロンは個人でいくつも購入す 
るケースは少なく，毎年必ず食べるという家庭も多くはな
い．そのため，メロンでロイヤリティ水準を上げることは
難しいと考えられる.そのための策としては，クラウンメ
ロンの「メロンカレー」やタ張の「メロン熊」などのメロ 
ンを題材とした新しい商品，お土産品，プロモーションな
どで名前を宜伝していくことは有効な手段であると考え 
る．茨城旭村のアンデスメロンでは，イペントや店頭での
対面販売に力を入れて，積極的に市場で名前を売ろうとし
でいる.さらに昨今の産地偽装などで，消費者は食べ物を
買うことに安心感を求めでいる‘そんなところに，QRコ 
ードを読み取る手間はあるものの」農家情報や使っでいる
農薬などが事細かに読むことができるシステムを提供し
ていることも,時代に合わせたうまい宜伝方法だと言える
だろう．茨城旭村のこういった活動は,プランドロイヤル
ティ向上のための策としても有効であると考えられる， 
とのように，プランド名や産地名を顧客へ伝えていくこ
とは，リピーターを増やすこととなり,次に述ぺる「プラ
ンド連想」の要素を満たすことに繋がっていくと考えられ
る. 
最後の要素は 1プランド連想」である．これはさきほど
述ぺたお土産品などが有効な手段であろう．旅行の時など， 
お土産屋に産品を扱ったお菓子が並んでいれば，その地域
の特産品を覚えることになるだろう．旅行客に地名と特産
品の連想イメージを伝えるためには,この方法は大変有効
な手段だと考えられる．しかし,産地が観光地でない場合 
織 
.／ンー m円 
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にはこの方法は使えない．その場合は，またインパクトの
ある宣伝要素が必要となってくる．例えば,タ張の「メロ
ン熊」はいい例であろう 6)．この，「ゆるくないゆるキャ
ラ」は，実はすでに何度か＝ュースで報道されていて，タ
張の名前とメロンを宣伝している， 
このブランド連想にも関係することだが，「プランド名」 
もブランド構築には重要なものだと考える‘静岡産のマス
クメロンの評判は広く知られているが】クラウンメロンと 
いう名前はあまり知られていない‘それは名前に問題があ 
る可能性がある．アンデスメロンは栽培しやすい”安心デ 
ス”から「アンデス」という名前が付いて粘り，何故安心
なのか知らなくても安心なメロンとして広く知られでい
る．しかし．クラウンメロンは由来があったとしても,そ
れが知られておらず，さらにそニにインバクトがないため
に顧客にとっては覚えにくいものとなっているのではな
いだろうか．商品名は覚えやすい長さで，”安心デス”の
ような面自い由来があると，プランドの知名度を上げる役
に立つだろう． 
以上のように，メロンブランドを構築していくには「特
徴のある商品」「品質の向上」「リピーターを獲得する工
夫」「連想のための要素」「ブランド名」の 5つが必要であ
ると考えられる， 
さらに,プランドを維持するための方法も必要だと考え
る.そこでブランド要因である「防衛可能性」と「適合可
能性」を考えでみる. 
「防衛可能性」については，タ張とクラウンの2つのブ
ランドメロンとも種の交配を秘密にUているため,既に高
い防衛性を備えているといえる．茨城旭村のアンデスメロ
ンは,種を外部から購入しているため種を手に入れること
は簡単だが，良質な種の選別，栽培方法はノクハウの蓄積
であり，そう簡単にマネできるものではない． 
「適合可能性」については，茨城旭村が適合性を持って
いると考える，なぜなら「高級感を出す努カをしている」 
という点が,プランドメロンに顧客が求めるものに合わせ
た努力だと考えているからである‘ブランドメロンは主に
人への贈り物として買われることが多い.そのため,どの
生産地でも中身よりも外観の美しさを重視している．そこ
から一歩優れた点を作るためには,箱やネットなどで高級
感を上げることが重要だということがわかった． 
ブランドは，プランド構集だけでなく，このような構築
した後もそのブランドを防衛するための方法を合わせて
初めで強固なブランドとなる． 
7.2 メロンのプランド力を向上させるには 
本項ではI プランドメロンのブランド力を向上させる策
を考えてみる，まず，各ブランドメロンのプランド構築の
ための要素への取り組みを，文献調査・訪間調査・試食結
果によって数値化する.この分析は訪問調査の回答からそ
れぞれの 4P+Brand に関係する要因を点数化したもので  
ある． 
訪間調査を行ったブランドメロンのブランド構築要因
を物流，流通，品質，プロモーション，価格，味の 6つに
分けて，各要素 3点満点で数値化し,比較したものである． 
味と品質に関しては，実際に行ったメロンの試食実験の結
果7）を用いている． 
タ張メロンは物流 S 点，流通 3 点，品質 2点，プロモ 
ーション 2点,価格 2点,味 2点，アンデスメロンは物
流 2.S点，流通 2点，品質 3点,プロモーション S点‘価
格 3 点，味 1点,クラウンメロンは物流 1.5 点．流通 1 
点，品質1点,プロモーションI点，価格 1点，味 3点
という結果であった，これをまとめダイャグラム化したも
のが,図1である． 
図1．数値比較ダイヤグラム 
このダイヤグラムの点数の低い要因の強化を行うこと
によって，プランド力の向上が図られると考えられる．例
えば,タ張メロンはプロモーションが 2点となっているが, 
これは試食会や店頭での対面販売などを増やすことがで
きれば,もっとプランド力を強化することができると考え
られる． 
今回，このダイヤグラムにおいて，他の2つのブランド
メロンに比較すると顕著な傾向を示しているクラウンメ
ロンのブランドカ強化策についてマーケティング・ミック
スの4P別に考察する． 
mlac司 
旧来からの業者に依存し新しい物流システムの開拓を
行っていない.1社依存状況では,不測の事態に対して物
流がマヒし一気にブランドが崩壊してしまう可能性があ
る．通年供給ができるという特徴を生かして，新しい流通
ルートを開拓する策が考えられる． 
[Price] 
長年,ほぽ全面的に市場・小売店に価格決定をゆだねて
いるため，生産側の価格決定理論を持ち込めなくなってい
る. 生産者側からの価格操作をできるようにするために, 
生産側自身がマーケティング機能を持ち，価格決定に関し
て販売側と同等の情報を活用することが有効策であろう． 
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特に冬場の生産には高い暖房費がかかるが，他のメロンと
競合しない時期であり，販売側だけの情報とプロモーショ
ン策に頼らずに，生産者側から冬のマーケティング策を提
示するなどは効果的であろう， 
かroduc日 
他のプランドメロンと比較すると,品質の均一化努力が
不足していると思われる．組合での検査をもつと精績に行
い品質を安定させれば，市場に対する発首カを向上させる
ことができるであろう. タ張では，組合に持ち込まれたメ
ロンの「中身」「水浸度」を検査し,品質の安定化を図り, 
市場への価格交渉カを持てている．クラウンメロンでも， 
評価基準を見直し，品質の安定化を図る効果は大きいはず
である．食べ頃に関しても, タ張のように一番おいしい追
熟時期を確固たる自信を持って顧客に伝える努カを行う
と効果的であると思われる. 試食実験 7Q)結果，クラウン
メロンの味は非常に高く評価されでおり,品質を定評化す
る活動と連携を取れば,拡売あるいは価格上昇に効果があ
ると考えられる． 
血omotlo司 
プロモーションは，さきほど述べた通年販売という特徴
や,アクリルガラスによるガラス温室といった生産上の特
徴をもっと広く宣伝していけば「ブランド認知」と「ブラ
ンド・ロイヤリティ」の要素を向上させることができるで
あろう.静岡のクラウンメロン協会はタ張や茨城と違って
農協ではなく」生産者が集まつでいるために生産の方法の
特殊さなどをアピールするぺきポイントは理解しでいる
と考えられる．例えばガラス温室栽培の様子を種々のメデ
ィアを用いて告知するような活動によって，他との差別化
要因を消費者に伝えられるであろう， 
生産者が行っているプロモーションは，試食会」イベン
ト」キャラクター作成，などで, ローカルなマーケティン
グ活動は行っているが，全国規模で影響のあるプロモーシ
ョンが行われでいるとは言い難い中生産者・組合はマーケ
ティング専任部隊を持っていないため，拡売は販売者のプ
ロモーション活動に頼っている傾向がある．今後はマーケ
ティング専任組織を持ち，全国的なマーケティング策を考
えていることが必要であろう． 
7,3 メロン独特の要素を利用したプロモーション 
本項では，摘査の結果・分析・考察からメロン独特の要
素を生かしたプロモーションの方法を考察する‘一番注目
するぺき特徴として，アンデスメロンの訪問調査の結果の 
1. 次データにある，「メロンは毎年味が変化しているが， 
消費者は気付かない」という点である，メロンの味は毎年
変化しているが，消費者はそれに気付かないということで
あれば，「味に関するキャッチコピーを毎年つける」方法
が有効だと考える．これは毎年秋に販売されるヴォジョレ  
ーヌーポを参考にした方法である，ヴォジョレーヌーボは
毎年「10年に一度の出来」「ここ数年で最高」といったも
のから 150 年来で最高の出来栄え」といった毎年絶妙な
キャッチコビーをつけている 8〕．とのマーケティング策は
メロンに活用できると考えられる．例えば「昨年よりも出
来がいい」I110 年に一度のでき」などというキャッチコ
ピーをつけるようなプロモーションを行うととによっでI 
消費者への意識を喚起し，高品質メロンのイメージを植え
付けることが可能だと考えられる‘ 
二ういった策を実行することによって,メロンのブラと／
ドカを向上し,強固なブランド＝クイティを保有すること
ができるであろう． 
8. まとめ 
本研究は,メロンのブランドエクイティ構築要因に関し
て,3つのプランドメロンの詳細な調査とその比較を行い, 
プランドエクイティ構築とブランドカ向上策を提言する
ことを目的とした.3つのブランドメロンの文献調査・訪
問調査・分析・考察を行い，メロンのブランドを構築する
ためのプランドエクイティ構築要素別の効果的策とブラ
ンド力維持・向上のための考え方を提案することができた． 
さらに,3つのメロンのプランドカを点数で示し, クラウ
ンメロンのプランド力向上と維持のための策を提案する
ことができた． 
近年, 暴力団対策法・選挙法の改正かどによる高級果物
市場縮小と, それに伴うメロン栽培農家の誠少により，市
場規模が縮小しでいる，こういったメロン産業の厳しいビ
ジネス環境の中で,本研究で示すことができたマーケティ
ング策を実行することにより，少しでもメロンの拡売・利
益拡大に貢献することができると考える. 
今後は, 今回示したマーケティング策の実践を進め‘そ
の成果を分析・考察し, メロン活用サービス・メロン産業
のサービスイノベーションに関して追究しでいく予定で
ある， 
最後に，本研究において訪問調査インタピューにご脇力
いただいた方女と，本研究の・ベースとなる卒業研究を行っ
た静岡理工科大学総合情報学部平成 25年度卒業大川智
生氏 9)，平成 26 年度卒業孫橋仰大氏”に多大な感謝の
意を表したい． 
注釈： 
［注 1] 開拓はしたいが，職員にコネや知識がないので両
方ともあまり上手くいっていないようだ． 
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